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宮城県七ヶ浜町
「NaNa5931」

2001年に設立された市民劇団。小学生から社会
人までのメンバー約30名で構成。
震災後、劇場は一時、避難所となるが、子どもた
ちは徐々に練習を再開。全国各地からのあたた
かい支援に対し「ありがとうの気持ちを伝えた
い」という子どもたちの願いが、被災地で復興

支援に携わるNPO法人レスキューストックヤー
ドをはじめ多くの支援者を通じて県外に届き、
東京や名古屋での公演も実現。各公演では
1,000人を超える来場者が子どもたちのひたむ
きな姿に感銘を受けた。

ホントは身近なボランティア
山形県山形市西山形地区
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突撃訪問！
隣のコーディネーター

（デンタルインプラントコーディネータ）

帰ってきた！
あるある質問コーナー
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保険の広場
つながって広げ続けよう！

事務局だより
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月刊「ボランティア情報」特集バックナンバーはこちら
http://www.zcwvc.net/月刊ボランティア情報/

　日本社会のいたる所に、立場や年代

に応じて役割を担う「支えあい」があり

ます。それは、子どもたちが大人たちの

行動から学びとることで継承されてき

ました。子どもの頃から積極的にその

体験の機会を提供することが求めら

れています。子どもは活動を通して自

らが学びや気づきを得るだけでなく、

周囲の大人や地域を巻き込む力を

もっているのです。

　ボーイスカウトの事例としては、街

頭募金や美化活動、廃品回収等があり

ます。参加したボランティア活動で、募

金者からの励ましやきれいになった街

並み、ダンボールの山を見て、善意の

尊さを感じ、今までにない「いい気分」

を味わうことができます。そして、誰か

のために役に立つ体験を数多く積み

重ねることで、社会の一員としての責

任感がわいてくるのです。

　子どもたちの活動をサポートする大

人が気を付けるべきことは、まず、子ど

もたち自身が企画し行動することで

す。子どもたちは年齢の近い先輩の意

見や行動に影響を受けるため、小中学

生による異年齢グループでの取り組

み等も効果的です。その際、年代に応

じた選択肢をそろえ、彼らの主体性を

尊重し充分な安全対策を施した内容

であることも肝要です。

　この後の事例①山科醍醐こどもの

ひろばでは、強制ではない活動の中で

子どもの自尊心や達成感が育まれる

よう、大人が上手にサポートしていま

す。事例②の輪島市社協児童センター

では、地域の中で大人と子どもが関

わって活動することで、子どもも大人

も成功体験を積み、子どもが地域を好

きになったり、地域にはいろいろな人

が暮らしていると気づいたりするとい

う成長が見られます。事例③ふらっ

とーほくのわたりグリーンプロジェク

トでは、子どもも地域の一員として町

づくりに参加するうち、自分も「復興の

町づくりに関わりたい」という担い手と

しての自覚が芽生えています。各地に

青少年のボランティア活動が広がるこ

とで、全ての青少年が心豊かに成長

し、より良い社会を築くための将来像

を見出すことができるよう願っていま

す。

～地域を巻き込む子ど
もボランティア～

ぼくもわたしも
　　　できるんだ！
ぼくもわたしも
　　　できるんだ！

子どもボランティア活動を広げよう!

特 集特 集

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟
事務局次長

小林 孝之助さん
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月刊「ボランティア情報」定期購読のお申し込みはこちらから
社会福祉法人全国社会福祉協議会　全国ボランティア・市民活動振興センター　TEL：03-3581-4656

　私たちの活動は、1980年代からの親子劇

場運動が原点で、子どもの豊かな育ちの場

を提供することを目的としてきました。

　主な活動には、地域で１年に一度公演し

ている創作劇があります。他にも、地元商店

街と協力して開催するこどもフェスタ、地域

を探検していいところを探す町たんけん等、

子どもとともに地域における様 な々活動を

行っています。

　私たちの活動は、学校の部活動や塾とは

異なり、強制力はありません。その子のペー

スで参加する中で、協調性や主体性を身に

付けていってほしいと思っています。

　子どもたちは活動を通して、自身が成長

するだけでなく、地域に目を向けるようにな

り、さらには大人の目を改めて地域に向けさ

せてくれます。

　メインの活動である創作劇は、シナリオ作

りの段階から当日の照明・音響まで、プロの

方に関わっていただいて、地域の大人と子

どもが一緒になって作ります。本格的な劇に

本気で参加することで、子どもの自尊心・達

成感を培います。コミュニケーションが苦手

だった子どもが、演劇を通じて大きな声を出

せるようになったり、子どもが頑張っている

姿に大人が影響されて熱心さを増したりと、

子どもを中心に様 な々変化が見られます。

　また、地元の商店街と協力して「こども

フェスタ」というお祭りを開催しています。日

頃はシャッター街の商店街に3,000名もの人

が集まるこのイベントは、商店街の通り

300mを歩行者天国にして、遊びのエリア、劇

エリア、フードエリアなど盛りだくさん。子ど

もも地域の方も、楽しみながら交流していま

す。

　その他、この10年間、地域のいいところを

探す取り組みとして行ってきた「町たんけ

ん」の集大成として、「山科かるた」を作りま

した。子どもたちが地域を知ると同時に、訪

問先の大人も、子どもたちに

説明するために、地域を良く

知るようになりました。

　私たちの活動は、地域も

理解していただいて、今で

は地域の全小学校に開催の

チラシを配布できる関係を

構築できていたり、地元の

ロータリークラブからのご

支援を受けたりと、地域ぐる

みで行っています。

　近年、子どもを取り巻く環境が大きく変化

してきています。子どもの問題を解決してい

くためには、民間/行政の垣根を越えること、

また、学校や保育園に責任を押し付けない

ことが大切だと考えています。重要なのは

「誰が担い手か」ではなく「誰が主役か」。子

どもが主役になるような環境をつくるため

にはどうしたらよいか、どのような資源を投

入できるか、議論できる機能を持ち続けた

いです。

　かく言う私もこの団体に育てられた一人

です。大学では社会福祉を学び、今は社会

福祉士として、こどものひろばの活動にソー

シャルワーカーとして取り組んでいます。活

動を通して、子どもたちの地域における豊か

な育ちを支え、社会問題の解決につなげて

いきたいです。

〈取材日：平成 24 年 12 月 5 日〉

創作劇での真剣な表情

商店街に集まれ！こどもフェスタ

子どもたちの
豊かな育ちをめざして

ソーシャルワーカーとして
地域における子どもの活動を支えます

地域と支え合う活動。
創作劇、こどもフェスタ、山科かるた

子どもとは、誰にとっても
「いつか来た道」です。

むら い たく や

村井 琢哉さん
山科醍醐こどものひろば
事務局長
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地域の方から「学区内での障害者施設とサロンとの交流の参考になる事例あるかな」と相談をされました。一番しっくりきたものは、福祉
教育の冊子でした。社協職員をしているということは、必然的に福祉教育を行っていることなんだなぁと実感しました。（愛知県　Sさん）

　石川県輪島市の児童センターは、「元気な

子どもたちが集まるところ」として地域に知

られています。設立されて31年、6年前には子

育て支援センターと合併し、0歳からお年寄

りまでたくさんの方の交流の場になりまし

た。また、厚労省が支援する「みらい子育て

ネット輪島」や、地域のボランティアグルー

プ「ダディーズの会」、「手作りおもちゃの会」

と協働し、地域の皆さんと一緒になって活動

しています。

　私たちの活動の目的は「子どもたちに輪

島を好きになってもらう」こと。輪島を好きに

なることは、自分を好きになることにつなが

ります。自己肯定観を持った、積極的な子ど

もたちを育てるための場になりたいと思っ

ています。

　良い出会いの中で様 な々気づきを得て、

子どもは成長します。児童センターの取り組

みの中でも、様 な々ドラマが生まれ、子ども

たちが世界を広げる瞬間に立ち会えること

がよくあります。

　たとえば、ハンドベルクラブの活動です。

小学4～6年生が中心で、地元の元保育所保

育士さんにボランティアとして指導してい

ただいています。地域のサロンでお年寄りの

前で演奏した際、皆さんが涙を流して喜ん

でくださいました。その時子どもたちは、「自

分たちがしていることは、すごいことだった

んだ」と気づいたと言います。

　また、「こどもの町わじまをつくろう！～わ

じまキッズランドの活動」という活動は3年

がかりで開催し、企画段階から子どもたちの

手作りです。当日は約150名の子どもたちが

参加しました。「おしごとたいけん」として地

元の方の協力を得て、警察官、消防士、保育

士、清掃員、朝市の売り子、里山里海カフェ、

輪島漆芸美術館の学芸員などの職業体験

をしました。子どもたちは、職業体験だけで

なく、自主的に地域のこと

を考える視点を身につ

け、さらには、実際に地域

で働く人を身近に感じる

こともできました。

　「手話であ・そ・ぼ」のク

ラブが毎年、市のボラン

ティアフェスティバルで

劇や手話ソングを披露し

たり、キッズランドの地元

朝市で買った食材で輪

産品（輪島の名産品）を作る活動が発展し

て、県の食育大会に大人に交じって参加し

たりと、子どもたちは地域に活躍の場を広げ

ています。このような舞台は、子どもたちに

とって大きな自信になります。また、こうした

活動の中でできたつながりが、次のアクショ

ンに結びつくこともあります。朝市のおば

ちゃんたちと顔見知りとなり、東日本大震災

の際、朝市で募金活動をしました。また、能登

半島地震の際には「元気もりもり隊」といっ

て、仮設住まいの子ども達が仮設の人たち

のために“もりもり食べて、ガハハと笑おう！”

とお楽しみ会を企画し、喜ばれました。

　子どもの元気は大人の元気！子どもの笑

顔は大人の幸せ！出会いの場をたくさんつ

くって、輪島が好きで自分が好きな子どもが

いっぱいになってほしいです。

〈取材日：平成24年12月6日〉

輪島市社会福祉協議会　
輪島市児童センター

ボランティア情報　平成24年12月1日発行　第三種郵便物認可

元気もりもり隊のメンバーと仮設住宅のお年寄り、一緒にガハハ！

輪島市児童センター・輪島市子育て支援センターのメンバー

わじまキッズランドのメンバー、朝市で見習い中！

児童センターは地域の交流拠点

子どもが自分の力で
生み出すドラマ

子どものチカラは
どんどん広がる

良い出会いの中で、
子どもたちは
成長します。

お さか さと み

尾坂 里美さん
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書籍紹介 『みの虫ふらりん』　木谷宜弘　著（文芸社）

■2013年1月発行　■本体1,000円+税

　ふらっとーほくは、東日本大震災からの復

興のために、宮城県内の20代の仲間が集

まって立ち上げました。私たちの活動の一

つ、「わたりグリーンプロジェクト」は、津波が

奪っていった亘理町の防潮林と内陸の農地

を復興し、沿岸部に100年後の森を作ること

を目標に、①沿岸部と農地の計画策定ワー

クショップ、②苗木作り、③ツーリズムの取り

組みを行っています。亘理町の防潮林の歴

史は、1600年代の伊達政宗による整備まで

さかのぼります。以来、潮や風を防ぐだけで

なく、燃料になったり、住民の憩いの場と

なったりと、地元から愛されてきました。今回

のプロジェクトのメンバーは、当初50人の枠

で募集しましたが、はるかに超える希望が

集まり、子どもからお年寄りまで、現在約90

人で活動しています。

　沿岸部の計画策定のワークショップで

は、町内の幅広い年齢層が集まって、これま

での地域の歴史を学び、未来の計画づくり

を進めてきました。

　また、苗木作りの一部は、町内の3つの小

学校の3、4年生が主体となり、地域の植生に

合致するように、地元の生き残った種を集

め、苗木を育てています。小学生以下のお子

さんを含め、これまでに200人を超えるお子

さんが活動に参加してくれています。お子さ

んたちは無邪気に泥遊びを楽しんでいます

が、小学生でも「地域復興に関わりたい。自

分たちもアクションを起こしたい」という言

葉が出るなど、活動を通して地域への思い

を強めています。セーブ・ザ・チルドレンの調

査でも、被災地の子どもたちの約9割が復興

に関わりたいという思いを持っているという

結果が出ています。子どもたちが真剣に地

域のことを考えている姿に影響を受けて、大

人たちも「私たちも前に進まなきゃ。子どもた

ちのためなら一致団結できる」と勇気をも

らっています。

　沿岸部の計画策定のワー

クショップや苗木づくりでは、

実際に沿岸部の見学に行く

場合もあります。その際、お子

さんたちの心に配慮をしてい

ます。中には友だちや家族、家

を津波に流された子もいま

すので、先生や親御さんとの

対話の中でプログラムをつ

くっています。復興はだれかに丸投げして

できることではありません。みんなでこうい

う未来にしたいんだというビジョンを共有

しながら、みんなの声を反映させてプロジェ

クトを進めたいです。12月22日に、沿岸部で

気球を上げるイベントを予定しています。合

わせてシンポジウムも行います。より多くの

町民が集まって、より多くの声を聞ける場に

なったらと思います。

　今、子どもたちが蒔いた種は、3年後には

成長して、実際に沿岸部に植樹できるように

なります。3年後にまた、地元の復興への思い

を改めて感じてもらい、この中の誰かが、町

づくりの担い手になってもらえたら嬉しい

ですね。子どもたちが、未来にも関わり続け

たいと思える地域を作るプロジェクトにし

ていきたい、また、そういう思いを抱く子ども

や若者を育てたいと思います。

〈取材日：平成24年12月5日〉

「はやくおおきくな～れ！」

小さな手で苗木作り

震災をきっかけに動き出した
新たな地域づくり

子どもたちの中にある
地域への思い

子どもたちが作る苗木が、
地域の復興を勇気づけて
くれています。

子どもたちも亘理の
復興の担い手

あ べ ゆい ご

阿部 結悟さん
一般社団法人
ふらっとーほく
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　日々介護をする人々同士に、現在の

悩みや困りごとを吐き出させたい。介

護者の心の支えになりたい。

　山形県山形市西山形地区社協が主

催する「いっぷく会」は、平成22年11月

から開催し、毎月第三週の木曜日、

13:30-15:00、介護者のサポートに努め

ています。

　日々の困りごと、相談したいこと、

介護のストレスを話すなど、介護者同

士の交流の場となっています。地域の

一般的なサロンとは異なり、同じよう

な悩みを抱えている人々同士の交流

ですから、介護者の本音を相談できる

機会となっているのです。

　「いっぷく会」の開催に当たっては、

老人ホームや地域包括支援センター

など専門職の方々にも参加してもら

い、専門的なアドバイスもいただきま

す。

　参加者は、自宅で介護をしている方、

自宅介護の経験者、これから介護をす

る方々が中心。女性ばかりではなく、

結構男性の参加もあります。介護者同

士の交流機会は、それほど多くはない

のです。

　「いっぷく会」へは毎回10名前後の

方に参加いただいています。しかし、

参加メンバーは固定化されつつある

ことが今後の課題です。もっと広がり

を作ってゆきたいと考えています。

　会場は参加者の顔が見えやすいレ

イアウトにし、自己紹介から始めて一

体感がある雰囲気づくりを心掛けま

す。

　「いっぷく会」は勉強会ではありま

せん。あくまで、介護者が心に溜めた、

行き場のない声を吐き出す場です。参

加者の中には、「話すことで楽になっ

た」とおっしゃる方もいらっしゃいま

すし、他の方々の話を聞き、自身の介

護の参考にされる方も多いようです。

　現在、「いっぷく会」は地域のコミュ

ニティセンターを中心に開催してい

ますが、参加したくても遠くて参加で

きないという方々のために、年に3～4

回は場所を替えて開催します。

　各地区での開催に当たっては、地区

だより、地域包括支援センターのチラ

シ、民生委員さん達のお声掛けにより

告知。これをきっかけに、「地域に呼び

かけ、地域の中でやる」、つまり小さい

単位の地区内で開催することが今後

の目標です。

　これから介護する方はもっともっ

と増え、サポート需要も高まると思わ

れます。私たちは、介護者に寄り添う

“必要不可欠なつなぎ役”として、地域

に貢献したいと考えています。
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たかはし そういち

高橋 宗一さん

このコーナーは、地域に密着して人々の暮らしを支えている自治会・町内会、地区社協などの活動を紹介します。地域ごとの特徴的な活動や
ボランティア・市民活動との接点・共通点などに着目していきたいと思います。

（山形県 山形市西山形地区
　社会福祉協議会会長）

第6回

介護者を支援するつながり1 もっと暮らしに寄り添いたい3

ラ テ

サポーターの声 10月号特集「福祉教育はどこまで地域を変えられるのか」を読んで、自分は「福祉教育＝学校」と思い込んでいたこ
とに気づきました。違うのですね。（京都府　加藤さん）

山形県
山形市西山形地区
やま がた し にし やま がた ち く

2 話すことは、救うこと

トン はホ
●専門職にも関わってもらうことで、悩みを受

け止めるだけでなく解決にむけてのアドバ

イスももらうことができる。

●参加する側の立場に立ち、時には開催場所

を変えて遠方の人も参加しやすいように工

夫している。

POINT

「いっぷく会」



突撃訪問！
　　どのようなお仕事ですか？

　　デンタルインプラントコーディネータ

は、日本デンタルインプラントコーディネー

タ協会が認定している資格です。資格保有

者の中には、歯科衛生士や歯科医師の資格

も持っている人もいます。私もコーディネー

タと歯科衛生士両方の資格を持っていま

す。私の場合は歯科医院に所属していて、医

院に来られる患者さんに、インプラント治療

の説明、歯科医師が説明した治療計画を十

分に理解してもらえるように更なる説明、オ

ペの内容やスケジュールの打ち合わせ、オ

ペの手配、オペ後のフォローアップまでを行

います。患者さんは忙しい歯科医師の説明

だけでは解らない事も多いこともあって、診

療後にスタッフに聞いてこられることもあ

るんですよ。病院側と患者さん側の間に

立って、その患者さんの一連の治療がス

ムーズにいくようにサポートします。

　　コーディネータをしていて良かった

　　と感じるのはどんな時ですか。

　　治療が終わった患者さんから「安心し

てインプラント治療ができた、ありがとう」

と言われた時はうれしかったですね。元気に

なってもらうためにやっているのに、こちら

が逆に「ありがとう」と言われて元気をも

らってしまいました。

　　コーディネートをする際に大切にして

　　いることを教えてください。

　　丁寧なコミュニケーションを通して信

頼関係をつくることです。私はそのために、

患者さんとの約束は絶対に守るようにして

います。また、患者さんとドク

ターの橋渡しになるわけです

から、お互いの思いが確実に伝

わるように注意を払っていま

す。デンタルインプラントは死

亡事故の事例がメディアで取

り上げられたり、正しい知識が

知られていなかったりして、患

者さんは初め不安をお持ちで

す。正しく行えば安全であるこ

と、当院ではそのような心配は

ないということを丁寧にお伝

えしています。私は衛生士になる前は、化粧

品会社に10年勤めていました。その時のお

客様とのコミュニケーションの経験が、今生

きていると思います。患者さん、お客様の気

持ちを第一にするということは共通してい

ます。

　　今後の抱負を聞かせてください。

　　ひとりでも多くの患者さんに笑顔で

帰っていただくために、一人ひとりとしっか

りと対話したいです。

ボランティア情報　平成24年12月1日発行　第三種郵便物認可

07

Q

Q

Q

A

A

Q
A

A

書籍紹介 『地域福祉援助をつかむ』　岩間伸之・原田正樹 著 　(有斐閣) 
■2012年10月発行　■本体2,100円+税

ボランティアセンターの固有の業務が何か？住民のためを基準として優先順位をつけま
しょう。
ボランティアセンターの固有の業務が何か？住民のためを基準として優先順位をつけま
しょう。

このコーナーは、ボランティア・市民活動に関してよくある悩みや問題に
ついて、「社協ボラセンナビ」（平成24年3月全社協発行）や、「ボランティ
ア情報」の企画を行っている広報委員から考え方の一例をご紹介します。

あるあるあるあるあるある質  問コーナー

コーディネーター

今、社会にはさまざまな分野で、“コーディネーター”と呼ばれる専門職が活躍していま
す。このコーナーは、毎月さまざまな“コーディネーター”にインタビューし、コーディ
ネートをするうえで大切なこと、プロとしての姿勢などについて尋ねていきます。

の隣

さい　とう

日本デンタルインプラント
コーディネータ協会

み　　な　　こ

齊藤　三奈子さん

「デンタルインプラント
　　　　　　コーディネータ」

今月のコーディネーター
「デンタルインプラント
　　　　　　コーディネータ」
「デンタルインプラント
　　　　　　コーディネータ」

帰ってきた！

ボランティアセンターの固有の業務が何か？住民のためを基準として優先順位をつけま
しょう。

兼務のため、ボランティアセンター業務に集中できません。兼務のため、ボランティアセンター業務に集中できません。兼務のため、ボランティアセンター業務に集中できません。

今、多くの市町村社協ボランティアセンターでは関連部署との兼務体制でおこな
われているところが増えています。背景的には、社協業務が拡大してきている一方
で、財源上の問題で人員が充てられないというところに大きな要因があるといえ
ます。いずれにしてもそれぞれの社協の業務の推進方針と言えるでしょう。
　そこで、兼務のため集中できないのは相当多忙なためと思いますが、ボランティ
アセンターの固有の業務が何かを分析する必要があります。そのとき、ボランティ
ア活動を推進する上で、他の部署の業務と協働した方が効果的な活動、他の団体・
機関と協働した方が効果的な活動、ボランティア活動として単独で実施した方が
効果的な事業などに部類・整理してみて下さい。もちろん、その時に「これまでやっ
てきた活動だから」と言うのではなく、内容を精査する必要があります。

ポイント1
「ボラセン固有の業務を
  見直してみよう」

さらに協働ということを考えて

みると、社協活動は住民主体の

活動であり、市民の主体的活動

を支援し、協働していく活動、す

なわち市民活動なのです。それ

を基準に、「これだけはやらなけ

ればいけない」「やらなくても困

らない」と、業務のプライオリ

ティを付けていきましょう。

ポイント3
「住民のためを基準とした
   優先順位を考えよう」

もともとボランティア活動の推進

は、多様な領域や分野に関連を持っ

ているはずです。せっかく他の社協

業務を兼務しているなら、まずその

業務とボランティア活動推進を関連

付けることも大切なことです。何故

なら、ボランティア活動の推進は、他

の業務と連携し一般化していく戦略

も必要だからです。

ポイント2
「兼務している業務と
  関連付けよう」

Q

A

全国ボランティア・
市民活動振興センター

広報委員
安藤　雄太さん
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ご意見ご要望等どのようなことでも結構です。企画の参考とさせていただきますので、
全国ボランティア・市民活動振興センターまでお知らせください。

「ボランティア情報」では、みなさんから
のご意見や情報を募集しています。

ボランティア活動保険等の補償制度は、社会福祉協議会およびその構成員・会員ならびに社会福祉協議会が運営するボラ
ンティア・市民活動センターなどに登録されているボランティア・ボランティアグループ・団体が加入対象です。

TEL/03-3581-4667  FAX/03-3581-4763  URL  http://www.fukushihoken.co.jp/   ボランティア活動保険等についてのお問合せ
は、株式会社  福祉保険サービスまでどうぞ。

つ
な が てっ

広げ続けよう！広げ続けよう！

※本誌掲載の取材対象者の〈所属〉・〈役職〉は取材日当日のものです。

事務局だよりINFORMATION

送迎サービス補償
に関するQ&A保 険 の 広 場 今月の質問

Q1

A1

Q2

A2

Q3

A3

あなたの写した“復興のつぼみ”募集します。
来年度の「ボランティア情報」は今年度に引き続き、表紙で、東日本大震災から
の復興の様子を追い続けます。掲載する写真は全国の皆さまからも募集しま
す。主なポイントは4点だけです。

復興へのパワーがつまった写真、お待ちしております！  
vc00000@shakyo.or.jp送り先

ポイントは
4点だけです。

Ｑ１．お年寄りのデイサービスや病院などの送迎ボランティア活動をしています。
　　活動中のケガや利用者のケガなどの事故が心配です。
　　どのような補償に加入すればよいでしょうか？

○ボランティア自身の活動中のケガ等の補償には・・・
　「ボランティア活動保険」（無償の活動）と「福祉サービス総合補償」（無償・有償の活
動）があります。

　活動者本人のケガの補償と活動に起因する賠償補償がセットされています。
　なお、自動車に起因する賠償事故は補償されません。（自動車保険で補償されます。）
○利用者のケガの補償には・・・
　「送迎サービス補償」（Ａ１プラン・Ａ２プラン・Ｂプラン）がありますので、活動実態に
適した加入プランを選択してください。

・Ａ1プランは、利用者個々人を特定して加入する方式で、その特定の利用者のみが補償
されます。利用者１名につき年間契約ですので、同一利用者へのサービスが年間１００日
を超える場合に適しています。
　サービス利用中の利用者が交通事故によりケガをした場合の補償です。
・Ａ2プランも、利用者個々人を特定して加入する方式ですが、利用者１名につき１日契約
ですので、同一利用者へのサービスが年間１００日を超
えない場合に適しています。
　サービス利用中の利用者が交通事故のみならずケガを
した場合の補償です。
・Ｂプランは、あらかじめ使用する自動車を特定して加入す
る方式で、その特定車両に搭乗中のみが補償されます。
　サービス利用者だけでなく運転者や同乗者全員のケガが
補償されます。なお、営業用自動車は加入できません。

ＡプランとＢプランは重複し
て加入できますか？

加入できます。
ただし、Ａ１プランとＡ２プラン
は重複加入できません。

送迎に使用している自動車
を修理に出し代車で活動し
ていますが、補償はどうなり
ますか？

Ａ１、Ａ２プランは、送迎中であ
れば代車でも補償されます。
Ｂプランの場合は、自動車を特
定して加入していますので、異
動通知書にて使用車両の変更
を事前に通知してください。

年末・年始の休暇中に、ボラン
ティア活動や行事を予定されて
いる場合は、最寄りの社会福
祉協議会で、早めに加入手続き
をしてください。

地球環境パートナーシップ会議が事務所を置く地球環境
パートナーシッププラザ（GEOC）は環境ボランティアの総合
サポートセンターで、市民・企業・行政機関等の連携・協調関
係(パートナーシップ)創出のための活動をしています。地域
のそれぞれの団体が連携しようとする時、お互いの利害が影
響し合って難しい場合があります。ですから、コーディネート
を専門に行う私たちの活動に意義があると思います。
　環境問題に関して、日本人は世界的にも意識が高い方ではありますが、行動はまだ十分とは言
えません。また、政府もNPOや企業に対して、インセンティブを付けるような施策を行い、多様な
主体をサポートしていく必要があると考えています。ボトムアップとトップダウン両方の動きを
手伝って、持続可能な社会を実現していきたいです。

地球環境パートナーシップ会議（EPC）
国際プロジェクトコーディネーター　　

メンバー集合。
GEOCでお待ちしてます！北橋　みどりさん

きたはし

高校生時代にまちづくりや環境のボランティア
を、大学生時代にはエコ・リーグの代表を務め、
「みんなが生き生きと暮らせる環境をつくりた
い」とEPCに転職。環境問題に直面する外国の友
人の存在や母親としての立場から、地球温暖化や
食糧問題に関心を寄せ、取り組んでいる。

クリスマスに忘年会にお正月に新年会と、
これから楽しいイベントが続きますね♪ま
たなんだか年末年始というだけで、何かい
いことをしたくなったり、家族や友人の喜
ぶ顔が見たくなってがんばってしまいます。
そしてますますお財布は軽く、体は重く
なっていくのですが…。でもでも精一杯、
地域経済の活性化に寄与したいと思いま
す！（本当はもっと一年のふりかえりをし
たり、新しい目標を立てたりしないといけ
ないのですが）（野川）

4月に入ったばかりの頃は、内外問わず
「もう慣れた？」という質問をよくされた
ものですが、年末の最近は、「もうすぐ1年
経つね。だいぶ成長したんじゃない？」な
んてお言葉をよくいただきます。いやいや、
皆さま、まだあと3か月残ってます～！とは
いえ、せっかくの長いお休みなので、一度
立ち止まってひとり反省会してみようと思
います。あぁ～もうすぐ「新人だから」と
言えない季節がやってくる…（柴山）

★東日本大震災から、復旧・復興しようとする様子が感じられる写真。

★画質の荒くない写真（カメラ、スマートフォンのカメラで撮影したもの。容量2MBが目安）

★写真に関する説明や思いを添えてください。

★後日インタビューさせていただく際のご連絡先を明記してください。

　詳細な条件はこちらから→http://www.zcwvc.net/月刊ボランティア情報/

お知らせ


